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回答時の注意 

 

■全般的な注意点 

BDHQ は自記式質問票のため、回答者本人がどのように回答したのかが大切です。そのため、栄養士

や研究者などの調査実施者が、必要以上に回答の仕方を詳細に説明したり、回答を誘導したりすること

は好ましくありません。BDHQ で回答された内容の信頼性は、実際の食事と比較した妥当性研究 1,2)で

調べられていますが、その検討は回答者が思い思いに回答した状態でなされています。この研究結果で

得られた信頼度を基にして使用する場合には、それと同様の状況で回答することが望まれます。 

基本的な回答方法は、質問票の表紙に記載されています（次頁①）。回答者から回答方法に関して質問

を受けた場合には、この部分をよく読んで自分の思ったとおりに回答するように説明してください。 

回答に関して重要なことは以下のとおりです。 

 

(1) 最初に表紙の説明をゆっくり読んで答えるように伝えましょう。または、回答者に対してゆっくり

と読み上げましょう。 

(2) BDHQ は最近 1 か月間の食習慣ついて答えるようになっています。季節や時期によって食べ方が違

うので回答できないなど、回答者が回答に迷っている場合には、過去 1 か月だけを考えて答えるよ

うに伝えましょう。 

(3) 回答にかかる時間はおよそ 15 分程度です。あまり考え込まず第一印象で回答するように伝えまし

ょう。回答が難しい場合には、回答者の食事の準備を主にしている人と一緒に考えながら回答する

ように伝えましょう。また、そのような回答者が多いことが想定される場合には、自宅で回答でき

るような調査デザインを組みましょう。 

(4) 質問票には太い黒の鉛筆（B や 2B などが好ましい）で枠内にしっかりと、丁寧に記入するように

伝えましょう。また、修正の際には、消しゴムできれいに消してから正しい回答を記入するように

伝えましょう。ボールペンで記載されても読み取りに問題はありませんが、書き間違いを二重線な

どで訂正した場合、誤った回答を読み取ってしまいます。ボールペンでの記入はお勧めできません。 

(5) 回答は数値を記入するか、該当箇所にチェックを記入するかのいずれかです。数値の場合、枠から

出ないように、記入例にならって丁寧に記入してください。チェックを入れる場合は枠線の中の 3

点を丁寧に結んでください。 

 

 

■各項目の記入方法と注意点 

既に説明したとおり、回答者には詳細な記入方法を説明する必要はありません。しかし、丁寧な調査を

実施するためには、調査実施者は回答済み質問票を回収した後で、正しく回答がされているかを確認（回

答内容のチェック）し、必要に応じて再調査することが望まれます。その際に、各質問項目の正しい回

答方法や生じやすい回答の誤りを知っておくことが必要です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BDHQ を例にして、それらを以下に示します。ここで説明している内容を回答者へ伝える必要は必ず

しもありません。しかし、確認をする体制が十分ではなく、回答者自身に確認をお願いする場合には、

これら注意点を伝え、最終確認を促しましょう。 

 

① 記入の仕方の説明 

記入上の注意はすべてここに記載してあります。ここに書いてあることをよく読んで回答するように

伝えましょう。 

 

② ID 

BDHQ は ID で個人を識別してデータを管理します。必ず必要です。ID は調査実施者が管理し、可能

であれば調査実施者が記入します。 

ID は数字（半角）のみを用います。アルファベットも文字も使えません。また、通常は数値型データ

（整数型データ）となるため、ゼロから始まる数値データ、例えば 0001 の場合はゼロが消去されて 1

となります。9 ケタまで記入が可能です。記入は左詰めでも右詰でもかまいません。 

 

① 

② 

② 

BDHQ 質問票 P.1 

② 

BDHQ 質問票 P.2 

④ 
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③ 個人特性 

栄養価計算の実施や個人結果帳票の作成に必須の項目です。全てに関して不備のないように記入する

よう伝えましょう。 

 

・妊娠週と授乳の有無 

女性で妊娠中の方は妊娠週数を数値で記入します。授乳中の方は授乳中の欄にチェックを入れます。

該当のない人は無記入で構いません。 

妊娠、授乳中の場合、栄養価計算の結果に影響はありませんが、個人結果帳票の作成に影響がありま

す。 

 

・性別 

いずれか 1 つにチェックを入れます。 

BDHQ では、男性と女性で異なるポーションサイズ（標準 1 回摂取量）を用いて栄養価計算をしてい

ます。性別の記入を誤ると計算結果が変わりますのでご注意ください。 

 

 

BDHQ 質問票 P.3 BDHQ 質問票 P.4 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑦ 

⑦ 



・生年月日と今日の日付 

生年月日は年号にチェックを入れ、年月日を数値で記入します。今日の日付は平成での年と月日を数

値で記入します。西暦で記入しないようにします。 

これら 2 つの回答は年齢を計算するために用います。BDHQ では栄養価計算に年齢は考慮されません

が、個人結果帳票の作成には不可欠です。一方、BDHQ15y や 3y は栄養価計算にも年齢が必要です。 

 

・身長と体重 

数値で記入します。小数点第一位まで記入できるようになっています。例えば 50kg ちょうどの場合

（小数点第一位が 0 の場合）には、小数点第一位は無記入でも構いません。桁数を間違えないように（例

えば 50kg を 500kg や 5.0kg としないように）注意が必要です。 

 

④ 各食品摂取頻度・食習慣の質問 

P.2～4 は、個別の食品の摂取頻度を回答する質問や食習慣に関する質問が続きます。最近 1 か月間の

食べ方を思い出して、それぞれ当てはまる回答をひとつだけ選んでチェックを入れます。最近 1 か月間

に食べたり飲んだりしていない食品も、空欄にはせずに「食べなかった」「飲まなかった」にチェックを

入れます。 

 

⑤ ごはんとみそ汁 

ごはんとみそ汁は、ほかの食品と選択肢の構造が異なっており、1 日に食べた杯数の合計を記入しま

す。1 週間の回数や 1 食の杯数と間違えないように注意が必要です。 

 

⑥ お酒 

お酒は、まず最近 1 か月間に飲んだ頻度を 1 週間あたりで記入し、飲んだ場合には、1 回に飲んだお

酒の種類とその量の典型的な組み合わせを記入します。 

例えば、週にビールを 3 回（1 回あたり大瓶 1 本程度）と日本酒を 1 回（1 回あたり 0.5 合程度）飲

んだ場合には、頻度の項目は週 4 回にチェックを入れ、種類と量の項目はビールを飲んだ回数が多く典

型的なので、ビールの項目で 1 本にチェックを入れ、その他のお酒の種類には飲まなかったにチェック

を入れます。 

 

⑦ 記入もれの多い項目 

以下の項目は、記入もれの多い項目です。最後に見直しが必要です。 

 

 

 

掲載頁 質問項目
P.2 「低脂肪乳」と「普通・高脂肪乳」のいずれか一方
P.3 「コーヒー・紅茶に砂糖を入れるか」「玄米・胚芽米・雑穀などを

食べるか」
P.4 「お肉の脂身」「麺類のスープ」「家庭での味付け」

BDHQ3y P.4 「野菜は」「お腹がすいたというか」

BDHQ



 

■質問項目に含まれない食品、無視すべき食品の考え方 

BDHQ は簡易型の質問票ですから、われわれが摂取している食品の中のごく一部について尋ねている

にすぎません。質問項目に含まれない食品、無視すべき食品の問題に関する具体的な研究はまだ行われ

ていませんが、これらの情報の扱い方の違いは結果に無視できない影響を及ぼすこともあると考えられ

ます。 

 

◆回答方法の例 

質問項目に含まれない食品を摂取していた場合には、まずその量を考えます。1 回に摂取する量が比

較的多い場合には、基本的、理論的には、以下のような 2 とおりの方法で対処することが勧められます。 

 

(1) 質問項目に含まれる類似食品を探し、その類似食品に含めて答えてもらう。 

（例）「いなだ」（「ぶり」の幼魚なので「脂が乗った魚」として回答） 

(2) 類似食品がないため摂取していても無視する。 

（例）「バター」（BDHQ の場合） 

 

(2)を少なくして(1)を増やすように努めることで、過小評価を少なくすることができます。その反面、

(1)は測定誤差を大きくすることがあるため、類似食品か否かを判断するためには、食品や調理に関する

かなりの専門知識が要求されます。BDHQ の回答方法に関して正しく説明をしたり、対象者からの質問

に正しく答えたりするためには、この種の技術を有する専門家を活用することがとても重要です。BDHQ

を利用する調査実施者こそ、食事のことを詳しく知っている必要があります。 

(1)に該当する食品の例を以下に示します。かなり大胆に判断しているものもありますが、無視してし

まうよりは良いと考えられる例です。 

 

 

 

一方、(2)に該当する食品としては 

枝豆、落花生、バター（BDHQ の場合）、マーガリン（BDHQ の場合）、人工甘味料 

などがあります。 

 

質問項目に含まれない食品 質問項目に含まれる類似食品

コーヒー牛乳 牛乳（普通乳）
ヤギ肉 牛肉・豚肉・羊肉
カツオの油漬け ツナ缶
カツオのスープ漬け（食塩量が一般的なツナ缶よりも少な
い場合）

脂が少なめの魚

サバの水煮 脂が多めの魚
水菜、カラシナなど、あらゆる緑の濃い葉野菜 緑の濃い葉野菜
コーンフレーク パン
おかゆ ごはん：おかゆ 2 杯でごはん 1 杯程度

きりたんぽ ごはん：きりたんぽ 1 本でごはん 1.5 杯程度
即席漬け（食塩量が一般的な漬物よりも少ない場合） 生（サラダ）のレタス・キャベツ



次に、摂取していても 1 回に摂取する量が少ない場合には、無視するほうがよいと考えられます。基

本的には、付け合せとして出された食品は無視するのが適当と考えられます。ラーメンの上にのってい

る海苔やねぎなど、彩り、香り付けなどを目的として加えられる食材は無視して差し支えないと考えら

れます。 

 

◆対応方針 

冒頭で述べたとおり、BDHQ は自記式質問票のため、回答者本人がどのように回答したのかが大切で

す。上述したような回答方法をとることでより正確な結果が得られる可能性はありますが、回答方法の

過度なアドバイスは回答の誘導にもつながります。回答者からの個別の質問に関してはなるべく答えず

に、表紙の説明をよく読んで自分で考えて回答してもらうようにするほうがよいでしょう。回答者が自

分で考えた結果どうしても回答方法が分からず、回答ができないと見受けられたときに、上述した考え

方を用いて回答方法の例を伝えるのがよいと思われます。 

その結果、回答者が自分なりの判断で記入した回答が、実際の食事を適切に表していないこともある

でしょう。しかし、この種の回答の不適切さは回答者の判断に回答を任せている限り生じうるものです。

この状態で妥当性の検討等の過去の研究 1,2)も実施されてきたことを考えると、この種の不適切な回答に

関しては、調査実施者が気づいたとしても、修正せずに、回答者の回答をそのまま用いたほうがよいと

考えられます。 
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